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パーソナルコンピュータ応用のビデオディスク

画像検索システム
Video Disc Retrieve SYStem Controlled bY PersonalComputer

静止画と音声付動画の画像ファイルである光学式ビデオディスクプレーヤと,情

報の検索,データ処理を行なうパーソナルコンピュータを結合した新しい画像検索

システムを開発した｡

ビデオディスクプレーヤは,ビデオディスクからの信号ピックアップに半導体レ

ーザを使っており,従来のガスレーザ方式に比べ体横比で約志を実現している｡ま

た,これを制御するパーソナルコンピュータは,ビデオディスクプレーヤとの結合

を図る電気回路をもち,ソフトウェア的にはベーシック言語によって検索プログラ

ムを作成可能にした｡

本システムは,新車紹介･価格計算を行なう申相談システムとして試作され,昭

和56年10月30日から11月10日まで開催された第24匝l東京モ【タンョーの日産自動車

コ【ナーに出品された｡このシステム開発に当たっては,日産自動車株式会社がシ

ナリオ,ビデオ画像ソフトウェア,自動車に関するデータ整理など,アプリケーシ

ョンの構築を担当した｡

l】 緒 言

従来のコンピュータを中心とした情報検索は,記号,文字

主体の検索であり,文章情報あるいは図形情報に限定きれる

使われ方であった｡一方,テレビジョン,VTR(ビデオテw

プレコーダ)の普及とともに,商品説明,操作湖ノ明など､動き

や色彩,更には音声による補助説明も付加したオ【デイオビ

ジュアルな情報検索のニーズが高まりつつあった｡

本システムは,このような画像と音声を伴う情報検索のニ

ーズにこたえるため,ハMドゥェア的観点では,アナログ処

理のビデオ技術と,ディ ジタル処理のパーソナルコンピュー

タ情報処理技術を結で干したものである｡また,ソフトウェア

的観点では,ビデオディスクのアナログ映像ソフトウェアを,

パーソナルコンピュータのプログラムでディ ジタル的に再生

制御するものであり,ディジタルとアナログの各々の長所を

組み合わせた新しいシステムと言える｡

本論文でほ,このシステムの構成,機能,応用例及び今後

の開発の方向について述べる｡

同 システムの概要と特徴

2.1 システム構成

本システムは,ニ大の二つのサブシステムに分割できる｡す

なわち,パーソナルコンピュータ本体,ディスプレイ,ライ

トペン､標準フロッピ【ディスク装置及びプリンタから成る

パーソナルコンピュータサブシステム並びにビデオディ スク

プレーヤ,モニタテレビジョン及びアンプ,スピーカから成

るビデオディスクサブシステムである｡図1にその外観を,

国2に構成図を示す｡また,それぞれのサブシステムの機能

を二大に述べる｡

(1)パーソナルコンピュータサ7小システムは,対話形の検索

プログラムとデータを格納したマスタファイルをもち,検索

プログラムに従って画面アドレス情報をビデオディスクプレ
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左側のモニタテレビジョンの前にあるのがビデオディスクプレーヤである-.

ーヤに送り出し,制御する｡

(2)ビデオディスクサブシステムでは,パⅥソナルコンピュ

ータからの画面アドレス情報を√受け,ランダムに所定の画面

のトラックにアクセスし,静止画あるいは動画をモニタテレ

ビジョンに出力する｡静止画表示の場合はアクセスした1テ

レビジョンフレームの画面だけを出し続け,動画表示の場合

は,アクセス開始のトラックからアクセス終わりまでを順次

テレビジョン走査同期のタイ ミングで読み出し,動[申jを再生

する｡

2.2 システムの位置づけ

画像検索システムには,本システムのほかに代表的なもの
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図2 システムの機器構成 本システムは,パーソナルコンピュータサ

ブシステムとビデオディスクプレーヤサブシステムに分割でき,ビデオディス

クプレーヤサブシステムはパーソナルコンピュータサブシステムの情報検索制

御のもとで動作する｡

として,イメージ処理システム,マイクロフィッシュ検索シ

ステムがある｡これら画像検索システムの中での本システム

の位置づけを表1に示す｡本システムの特徴は次に述べると

おりである｡

(1)カラーの動画,静止画を検索出力できる｡動画の場合は

音声も出る｡

(2)小形,軽量でしかも安価である｡

(3)情報処理を行なうパーソナルコンピュータと画像を出力

するビデオディスクプレーヤの機能が明確に分離してし､る｡

(4)アナログのテレビジョン信号でビデオディスク盤に画像

情報が記録されているが,文字の表示に対Lては解像力は十

分とは言えない場合がある｡

(5)ビデオディスク盤のマスタリング,プレスに時間と費用

がかかる｡

(6)ビデオディスク盤は,いったんプレスすると更新ができ

ない｡

以上の六つの特徴を表1の他のシステムと対比して評価す

ると,解像度は他の2システムよりも劣るものの,音声付動

画のランダムファイルが比較的小規模かつ安価で実現できる

点が大きなメリットであろう｡-一方,イメージ処理システム

のメリットは,高解像度と編集合成蓄積が可能な点である｡

また,マイクロフィッシュ検索システムのメリットも高解傾

度である点である｡

2.3 ビデオディスクプレーヤ

本システムに採用されているビデオディスクプレーヤは光

学式であり,ビデオディスク盤のトラックに刻まれた画像信

号の凹凸にレ【ザ光を当て,反射光の強弱によりテレビジョ

ン画イ象を再生する方式である｡特に本システムのプレーヤは,

二大に述べるような特徴をもつ｡

(1)半導体レーザの採用

ビデオディスクプレーヤの心臓部とも言うべきピックアッ

プの発光素子に半導体レーザを用いており,従来のヘリウム

ネオンのかスレーザ方式に比べ,体積で約為にも小形･軽量

化を図っている｡

(2)三次元アクチュエータ方式のサーボ機構

ビデオディスク盤のトラックに対し,縦横方向及びフォー

カス方1こりの誤差を光学的に検知し,対物レンズを駆動して,

レーザ光のスポットを制御するためのものである｡これはコ

ンパクトなモジュール形であり,保中性に優れている｡

表2に光学式と他方式及びVTRとの比較を示す｡上記特徴

の(1),(2)に加え,ランダムアクセス惟,一時停止,ビデオデ

ィスク悠の寿命の点から,本システムには現状では光学式が

最も有利であると言える｡

田 ハードウェア･ソフトウェアインタフェース

3.1アプリケーションソフトウェアとのインタフェース

本システムとアプリケーションソフトウェアとのインタフ

ェースを図3に示す｡アプリケーションソフトウェアは,

(1)ビテ■オディスクプレーヤで表示すべき画像

(2)南條検索の流れを示す処理

(3)検索時に必要な各種情報

の各要素に分析され,それぞれ画像ファイル,処j里7むログラ

ム,検索情報ファイルとして分類される｡これらのうち,画

像ファイルはビデオディスクに,また,処理プログラムと検

索情報ファイルはフロッピーディスク又はROM(Read Only

Memory)などの記憶媒体に記憶され,システムが構成される｡

3.2 ビデオディスクインタフェース

次に,システムの核を成すパーソナルコンピュータとビデ

オディスクプレーヤとのインタフェ､スの僚理を図4に示す｡

パーソナルコンピュータの使用言語としては催し､やすさの点

で高級言語が望まLいため,処理プログラムではビデオディ

スクプレ【ヤの制御をマクロ命令で記述する｡パーソナルコ

ンピュータは,このマクロ命令をビデオディスクプレーヤの

システムコントローラが理解可能な機械命令群に分解し,そ

れぞれのインタフェース回路を介して命令群を伝送する｡シ

ステムコントローラは,この機械命令群によって画像再生･

表I画像検索システムの中での位置づけ 本システムは,音声付ランダムファイルが比較的小規模かつ安価で実現できる点に特徴があるっ

項目

システムの種類
画像の種類 信号の形態 記重量媒体 書込 更新

ハード

コピー
解 像 力 用 途 システムの規模

ビデオディスク
カラーの

動画(土土付) アナログ
ビデオ

不可 不可
技術的

l～1.5本/mm
テレビジョン画像の

小画像検索システム
日戸=l

及び静止画
ディスク には可 7‾レヒこ/∃/の解像

力である｢.
蓄積,検索

イメージ処王里

システム モノクロの
ディジタル

光ディスク

可

不可

可 系勺8本/mm
書類,図面,印影なと

中～大

大形計算機と接続L,

(孟追認是空)
静止画

磁気ディスク 可
の編集.合成,蓄積 イメージファイルシ

ステムとして使うり

マイクロフィッシュ

検索システム

カラーの

静止画 写真 フィノレム 不可
技術的

には可
可

12､20本/mm

(夏至ア解像力で)
書類.資料などの

保存,検索
小～中
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表2 光学式の位置づけ ランダムアクセス性,一時停止,ビデオティスク盤の寿命の点から,本システムには光学式が有利である.

方式

項目

ビ デ オ デ ィ ス ク
∨TR

光 学 式 >HD方式 CED方式

再 生 方 式

非接触光学方式

レーザ光をディスクに照射し,

静電容量方式

(案内満なL)

導電性のティスクに電極妄十を

静電容量方式

(案内満付き)

同左

接触式ヘリカルスキャン

回転形右左気再生ヘッドをテー

ディスク面上の凹凸に応じて 接触させ.ディスク面上の凹 ただL,電極針の走行制御を プ走行に対L斜めにスキャン

反射Lてくる光の強さをテレ 凸と墓十の間に生ずる静電容量 案内溝によって行なう｡ L.テープ表面の磁性膜の磁

ビジョン信号に変j奥Lて再生 の変化をテレビジョン信号に 化の強弱をテレビジョン信号

する｡ 変換Lて再生する｡ に変換Lて再生する｡

再
生

ランダムアクセス (○(*)
〕 × ×

一時停止 (二⊃(*)
× <(**)

磯

能
スrコーモーション

クイックモーション lo ト 1×
【′

Iし〕

トラッキング 光学的トラッキング

ディスク盤上のトラッキング信

号を受イ言することによる電子式

トラッキング

案内溝トラッキング

再生ピックアップ
半導体レーザ,ガスレーザ

(日立)
ダイヤモンド墓十 ダイヤモンド墓十 フェライト石∃副生体ヘッド

フ‾

イ

ス

ク

トラック形状 渦巻(スパイラル) 渦巻(スパイラル) 渦巻(スパイラル) テープ走行に斜めな直線

寿命 半永久的 数千回 数百回 数十回､百回

記三録時間 片面30分 片面60分 片面60分 2時間～6時間

スチールこま数(片面) 54′000TVフレーム 108′000TVフレーム 108′000丁∨フレーム 216′000､648.000TVフレーム

直径 300m†¶ 260mm 3001¶m カセット形状

)主:* 二の機能は定回転数方式の場合だけ有効である｡

二の場合,Iトラック(ディスクのl周分)にl画面が記妄毒されている｡

** テープ走行を停止L,同じ場所をスキャンすれば可能であるが,数分するとその部分の石劉生膜がはく離する｡

アプリケーションソフトウェア

芸
画像ファイル

1

ド
[
〃
]
帆

理

ム【フグロ

ー
ー
I
I

)フ州蝶処

＼情報

模索情報ファイル

八1

∈∋崖訂正]ビデオディスク ROM

1 1
ビデオディスク
プレーヤ

く′′音葦詰成ニク

パーソナルコンピュータ

// l

り l

､､､､､､ノどご貨竺
ライトペン

フロッピーディスク

1
フロッピー

ディスク装置

プリンタ

ビデオディスク画像検索システム

注:略語説明 ROM(Read Only Memory)

図3 アプリケーションソフトウェアとのインタフェース アプ

リケーションソフトウェアは,画像･処理･情報の3要素に具体化される‥ こ

れらの要素をそれぞれ適合する記憶媒体に記憶L,システムを構成する..

駆動系を制御し,処理プログラムに記述された画像を再生す

る｡二つの装置間の接続方式としては,専用,RS-232C,

IEEE-488バス接続方式などがあり,用途,機能,コスト,

システム形態などの諸条作を考慮してj選択する｡

開発したシステムでは,使用言語としてパMソナルコンヒ

ュ一夕で---･j股的な■デ7i級言語BASICを用い,それにビティテ■

ィスクプレーヤのアクセス命令としてのVDP命令を耕しく迫

ノJ口し,処理プログラムの記述を容易なものとしている｡また.

処

理

プ

ロ

グ

ラ

ム

廟

マ
ク
ロ
冬
叩
令

B
A
S
-
ハ
U
イ
ン
タ
プ
リ
タ

パーソナルコンピュータ

機
械
命
令
群

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

(
命
令
伝
送
)

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

橡
械
命
令
群

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ

シ
ス
テ
ム

コ

ン
ト
ロ
ー
ラ

制
御
冬
叩
令

画
像
再
生
･
駆
動
系

接続方式

●専 用

●RS-232C

●事EEE【▼488パス

□

ビデオディスクプレーヤ

図4 パーソナルコンピュータとビデオディスクプレーヤとのイ

ンタフェース パーソナルコンピュータサブシステムは,高級言語で善か

れた処理プログラムを機械命令群に分･解するL､ニれをビデオディスクプレーヤ

サブシステムに伝〕蓋し,画像を再生させる.､
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接続方式には,よI)多くの制御機能を実現するのに有利な専

用接続方式を採用している｡ハードウェア的には,パ【ソナ

ルコンピュータ側が8ビットマイクロコンピュータHMCS6800

ファミリのPIA(PeripheralInterface Adapter)を,ビデオデ

ィスクプレーヤ側がシステムコントローラとして使用してい

る8ビットマイクロコンピュータの1ポートを,それぞれバ

ソファ回路を介Lて接続している｡限られた制御機能だけを

必要とする応用の場合には,他の接続方式も考えられる｡

処理プログラムがパーソナルコンピュータにマクロ命令を

与えてから画條を再生するまでの所要時間は,ほとんどビデ

オディスクのトラック間を格動する時間で占められ,ディス

クの内周から外周への画像検索で20秒にも達することになる｡

二れを,処理プログラムの退択肢の流れとビデオディスクの

融條配置とを対応させることによって,二平均4秒以内の応答

時間を実現Lている｡

n アプリケーションへの適用

4.1車相談システム

本システムの代表的応用例として,日産自動車株式会社が

シナリオ,ビデオ画像ソフトウエア製作を担当した｢単相談

システム+について紹介する｡

このシステムは,車の販売店頭での営業マン支援を最終目

的としたもので,そのプロトタイプが第24匝I束京モーターシ

ョーにJi･i品された｡

最近,自動車販売では需要の多様化,個性化ということか

らユーザーの車種,エンジン,ミッションオプションなどの

選択の幅が広がり,実際に商品を見てコンサルティングを受

けてから購入するというパターンか増加してきている｡この

ような多様,多岐にわたる顧客和談サービスにこたえ,かつ

販売の効率化,合理化を進める必要があった｡

このシステムは,このような潜在的市場ニーズに着目し開

発されたもので,次に述べるような特徴をもっている｡

(1)ユーザーは,パーソナルコンピュータのディスプレイに

表示された項目(鈷柄,ボディタイプ,エンジンタイプ､仕様

装備など)を,ライトペンやキ【ボードで選択することを対話

的に繰り返すだけで,手軽に自分の好む車を選択できる｡

(2)パーソナルコンビュ【タでの選択内谷に応じ,ビデオデ

ィスクプレーヤから数秒で関連する車の画面がモニタテレビ

ジョンに映し出される｡

(3)パーソナルコンピュータに車の購入に関する情事艮が記憶

されているため,卓の仕様二選びはもとより,価格の積算,剖

執念利の計算などが自動的に行なわれ,その結果を｢クルマ相

談カルテ+として持ち帰ることができる｡

(4)営業マンもこのシステムを使って,ユーザーへの説明の

補足,見積書作成が行なえる｡

図5にプロトタイプシステムの処j聖の流れを示す｡今後は

この処理に予算を条件にした卓穐の検索,装備品などのダイ

レクト検索,費用計算の独立化など幾つかの機能を追加し,

ビデオディスクのランダム検索機能をフルに生かしたシステ

ムがキえられる｡

4.2 その他の応用と将来への対応

本システムは自動車と同様に,大形商品やファッション商

品の販売促進,ギフト商品の紹介,ホテル等でのレストラン

など施設の紹介やセールスマンなどの教育用,訓練用に多穐

多様なニーズが見込まれる｡今後,このようなニーズにこた

えるため汎用の仕事言語などの導入も考慮し,パーソナルコ

ンピュータのソフトウェア生産向_Lを検討する必要がある｡
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あいさつ･ライトペンの使用説明

住所･氏名などのライトペンによる入力

銘 柄 紹 介 , 選 択

ボ デ ィ タ イ プ紹 介,選 択

エンジンタイプ･排気量紹介,選択

グレード仕様装備の紹介,選択

ミ ッ シ ョ ン形式紹介,選択

ボ デ ィ カ ラ
ー

紹 介,選 択

工場オ プシ ョ ン 紹介,選択

中間結果表示･金額チェック

特 別 仕 様 晶 の 紹 介選択

下 取 車 標 準 価 格 の 入 力

支 払 方 法 の 紹 介,選 択

法定費用･付帯費用 の表示

保 険 の 紹 介

結果表示,車相談カルテの出力

横 能

パーソナル

コンピュータ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

図5 車相談システムの処理の)充れ(プロトタイプ)

オ画面を見ながら.パーソナルコンピュータと対話形で銘柄,

分 担

ビデオ

ディスク

○

0

0

0

0

0

利用者はビデ

エンジンタイプ,

グレードと選択してゆくうちに,パーソナルコンピュータから価格,諸費用な

どが案内表示される､

切 結 言

パ【ソナルコンピュータとビデオディスクプレーヤを結合

した新しい画像検索システムを開発した｡

静止画だけでなく,音声を伴った動向も再生可能であり,

パーソナルコンビュ爪タでの対話形検索内容に応じてランダ

ムに画像を検索できる｡

並行してパーソナルコンピュータにより情報処王望も行なえ,価

格計算,顧客ファイル作成,結果のリスト出力が可能である｡

本システムのプロトタイプを日産自動車株式会社の指導に

より第24回モーターショーに出品し,商品案内などに極めて

マッチしたシステムであることが分かった｡

今後,言語なども考慮し,エンドユーザ】にも建設が容易

なシステムに発展させる計画である｡

最後に,本システム開発に当たり,アプリケ【ションを企

画された日産自動車株式会社殿をはじめ,関係各位に対し深

謝申し上げる二大第である｡




